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第 304号 

←記念講演 

講師 中尾由喜雄さん 

粟島愛児園児によるマーチング 女声合唱団「コール・ウエイブ」 

宇佐高等学校書道部による

書道パフォーマンス 

 

キーホルダー作り 綿菓子体験 

人権紙芝居 

テントでの販売 
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    人権連続講座第１回、第２回講座のアンケートから抜粋して、参加者の感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

                         

 

   
 
 
        

 

 

 

                          

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

                  １２月の休日開館 

第２日曜日  12月 11日 10:00～12:00       第４日曜日  12月 25日 10:00～12:00 

       隣保館休日サロン               ヒューライツ・シネマ 

・ハローワークの求人票等の閲覧          上映映画 「バースデーレストラン」 

・悩み事の相談等々                              （３５分） 

                      上映時間   第１回 10:00～ 

                                第２回 11:00～ 

                               上映場所 隣保館・集会室（２階）                

10:00 親子教室 11:00 一般                   ※入場無料 

著書名 

「『みんなの学校』が教えてくれたこと」 

               (著者) 木村 泰子 

                 (発行) 小学館 

               １２月２３日（金・祝）に中津市教

育福祉センターで、「みんなの

学校」上映とこの本の作者木村

泰子さんの講演会があります。

詳しいことを知りたい方は、隣保

館にチラシを置いていますの

で、ご利用ください。 

 

 

 

 

 

           

    開催時間   開催場所 

宇佐地区 13:30～16:00  宇佐市隣保館 

安心院地区 9:00～12:00  総合保健福祉センター 

院内地区 13:30～16:00  院内支所 農林研修室 

           

※人権擁護委員が、皆さんの悩みごとをお聞きしま

す。お気軽にお越しください。 

         第１回講座     10月 11日 

         「人権研修は誰のため～意識の

尾         変化、行動へ～」         

         〇学んだことをしっかり行動に 

       移せるようにしなければ差別は 

       なくならないということを、改 

めて感じました。一人ひとりが行動に移せるように 

なって、差別がなくなればいいと思いました。     

〇「人権研修は誰のため？」この問いに対する私の

答えは「自分自身のため」です。足立先生の話を聞

いて「自分自身が差別を見抜ける人間か」問い直し

ました。自分の中の差別意識にも気づけました。 

〇人権研修で学ぶことで、あらゆる差別の解消に向

けた変化や行動を起こしていきたいと思いました。 

〇最近、人権研修は自分の生き方の問題である、自

分のためであることを少しずつ感じるようになりま

した。今日またその大切さを確認できました。 

 

         第２回講座     10月 25日 

         「認知症の人と介護家族に正し

い        い理解とあたたかい見守りを」                

         〇私の両親も高齢なので、是非

聴きたいと参加しました。「介

護は合わせ鏡」という言葉が 

心に残りました。無関心ではなく少しおせっかいな 

自分になれるといいなと思いました。 

〇小内さんの「伝える力」に感動です。これまで大

変だったことを、すべてやさしく包みこんでしまう 

小内さんの力強さ、本当に素敵でした。 

〇小内さんのリアルな体験談に心打たれました。認

知症の正しい理解と地域での見守りサポートは、優

先事項の一つだとあらためて感じました。 

〇その人の人権を大切にするには、やはり正しい理

解から始まるのですね。偏見を持たず、自分にでき

ることは何か考えることが必要だと感じました。 

 

足立哲範さん 

 

小内世津子さん 

フラダンス教室 
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